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論文内容の要旨

本研究は二つの特徴ある二成分系高分子ブレンドについて相溶性及び結占

研究を行ったものであり､次のような興味ある結果を得た｡

まず､第一にFEP(10mol%HFP)nTFE及びP払(2mol%PVE)nTFEブレンド

結晶化について研究した｡

DSC測定より､托抑m(5α50)ブレンドでは､100%PT托及び100%托P

たピークがすべてを確認できた｡即ち290K及び301Kの二つの室温転移と53

Kの融点である｡これは托P〝TFEブレンドでは､FEPとPTFEの結晶が別々

生成していることを示唆している｡Ⅹ線散乱測定の結果､FEP含量が75 %の]

クはそれぞれ17.80及び180付近の托PとPTFEの結晶に起因する､二つ¢

分離した｡徐冷ブレンドにおいて二つのピークの分離はより明確に見られた｡

はPTFEと陀P結晶がFE肝mブレンドの中で別々に形成されることを示唆

陀P成分がPTFE結晶の構成を乱し､急冷ブレンドにおいてPT陀結晶のd】00(Ⅰ

していると考えられる｡しかし､徐冷するとPTFEはより規則正しいPT陀結己

FEPを組込まずに結晶化したと考えられる｡FEP席晶のd-∞(F)は､FEP含量及

ほとんど依存しなかった｡DSCの測定結果より､溶解から冷える間にPTFEの

後にFEP結晶が形成されるので､托P結晶のd,00(F)は､FEP含量に依存しない

結晶化は､PTFEによって影響されないと考えられる｡従って､Ⅹ線回折は､f



OCF2CF2CF,側鎖はPTFE結晶に組み入れられない｡X線散乱測定の結果､FEP作

ンドのすべてのブレンド比及び測定温度において､一つのピークだけが見られる

はP払とPTFEが混晶を形成していることを示している｡また､温度が高くなぞ

て各ブレンド比のdl00は､凹曲線状に増加し､FEP〝TFEブレンドの分離した円

と似ている｡したがって､PFAJPTFEブレンドでは､PfÅ及びPTFE成分は､両:

のTFEセグメントを組込んで混晶し円iFE型の結晶を生成していると考えられ｣

子におーいて混晶の例はきわめて限られており･､パーフルオロ系高分子ではFEP作

ンドの例について二例日である｡またFEP仲TFE及びPFAnTFEブレンドとも無

二成分は互いに良く相溶していた｡

第二に芳香族及び脂環基含有ポリアミドの二成分ブレンドについて述べ'

レンドの相溶性とマイクロ領域構造について検討し次の結果を得た｡MXD6､BA

及びCX7323のポリアミドを成分とする6Ⅰ/6Tポリアミドとの四種類の二成分

相溶性をDSCと電子顕微鏡観察により研究した｡MXD6/6y6TおよびBAC6/6]

ドでは､扇xD6及びBAC6はすべてのブレンド比において6y6Tに相溶しこ
TR55/6y6TおよびCX7323/6Ⅰ/6Trブレンドにおいては､TR55及びCX7323は6二

しなかった｡電子顕微鏡写真によって相分離したTR55/またCX7323/6Ⅰノ6Tブ

構造を観察した｡甜61i含量が低い場合､甜6T成分は小滴を作り､TR55もしく古

から相分離された｡しかし50%のとき､ブロック共重合体の形態的構造の変

せる層構造が観察された｡

論文審査結果の要旨

本研究は三つの特徴ある二成分系高分子ブレンドについて相溶性及び結晶イ

研究を行ったものであり､次のような興味ある結果を得た｡

第一にFEP(10mol%HFP)仲TFE及びP払(2mol%PVE)〝TFEブレンドの相溶性

について研究した｡DSC測定より､FEP/PTFE(50/50)ブレンドでは､100%PTFE

lOO%陀Pで観察されたピークがすべてを確認できた｡即ち290K及び301Kの二
温転移と538K及び600Kの融点である｡これは托P〃TFEブレンドでは､FEP

の結晶が別々に分離して生成していることを示唆している｡Ⅹ線散乱測定の結果

含量が75%の場合､ビャクはそれぞれ17.80及び18･○付近のFEPとPTFEのj

因する､二つのピークに分離した｡徐冷ブレンドにおいて二つのピークの分離は
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間にPTFEの結晶化の後にFEP結晶が形成されるので､托P結晶のd-00(F)は､円

依存しない｡柁Pの結晶化は､Pmによって影響されないと考えられる｡従っ一

回折は､F由P仲TFEブレンド中の二つの分離された結晶､即ちFEP及びPTFE轟き

を示した｡

一方､PFAJPTFEブレンドでは､DSC測定より､徐冷ブレンドにおける単一

付近の融解のピークは､P払とPTFEの成分が混晶していることを示唆してい老

乱測定の結果､托P〃TFEブレンドのすべてのブレンド比及び測定温度において

ピークだけが見られる｡これはP払とPTFEが混晶を形成していることを示し｢

また､温度が高くなるにつれて各ブレンド比のdl00は､凹曲線状に増加し､陀P

レンドの分離したPTFE結晶と似ている｡したがって､PnUPTFEブレンドでは

びPTFE成分は､両方の成分のT柁セグメントを組込んで混晶しPTFE型の結占

していると考えられる｡また柁P〃TFE及びPFA〝TFEブレンドとも無定型域で

互いに良く相溶していた｡

第二に芳香族及び脂環基含有ポリアミ.ドの三成分ブレンドについて述べ

レンドの相溶性とマイクロ領域構造について検討し次の結果を得た｡MXD6､B♪

及びCX7323のポリアミドを成分とする甜6Tポリアミドとの四種類の二成分

相溶性をDSCと電子顕微鏡観察により研究した｡MXD6/6I/6TおよびBAC6/6

ドでは､MXD6及びBAC6はすべてのブレンド比において6Ⅰ/6Tに相溶し

TR55/6y6TおよびCX7323/6Ⅰ/6Tブレンドにおいては､TR55及びCX7323はe

しなかった｡電子顕微鏡写真によって相分離したTR55/またCX7323/6Ⅰ/6Tプ

構造を観察した｡6〟6T含量が低い場合､甜6T成分は小滴を作り､TR55もしく一

から相分離された｡しかし50%のとき､ブロック共重合体の形態的構造の蛮

せる層構造が観察された｡ ｡

最終試験結果の要旨

5名で構成する審査委貞会は､本論文および論文別刷り等を慎重に検討した;

された論文別刷り2編はすべて国内外の英文誌に投稿されており､2編とも軒

著者として各論文の主要な部分に携わっている｡また本論文は学位論文とし-

成された内容を有していることを確認した上で､最終試験(公聴会)を開催`

結果､合格と判定した｡
J-⊥､ 殻dぐ克巳Aト斗 々史伝生汲∃王寺冬廿あ由善書客爪単辟論廿の士盆せシすス.


